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（BITI ; breathing intolerance index）が算出された。なお、本研究施行に際しては日
本医科大学千葉北総病院倫理委員会の承認を得た（承認番号 299号、572号）。 
肺活量はパターン C、D、E、F、G、および H で経時的に減少した。BITI はパターン G、H
で臨界範囲に達し、負荷開始から 1 時間以内に呼吸不全に陥ることが予想された。また肺
活量≤1.85 L および修正 Borg 呼吸困難スコア 8.3 以上は BITI 0.15 以上に相当し、臨界範
囲への到達と同等と考えられた。さらに胸部負荷の増加が BITIの増加および呼吸不全の病
態により強く関与することが明らかとなった。以上から、成人女性において胸腹部総負荷
が体重の約 60％でも呼吸筋疲労により 1 時間以内に呼吸不全が発生しうることが明らかと
なった。また、肺活量≤1.85L、および修正 Borg呼吸困難スコア 8.3以上は呼吸不全の予測
指標と考えられた。 
二次審査では、研究デザイン、解析結果の解釈に加え、実際の群集事故環境との整合性
や研究限界について議論され、いずれも的確な回答を得た。本研究はこれまで明らかでは
なかった外傷性窒息の発生条件と呼吸筋疲労の経時的進行を明らかにした基礎研究で、群
集事故予防に寄与する可能性がある研究で、学位論文として価値のあるものと判定した。 
